
資料３ 

総理スピーチ及び懇談会提言に盛り込まれた 
主な政策課題（例） 

 

 

 

○ 革新的技術の開発推進（技術ロードマップの着実な実行、国際協力パート

ナーシップの設立など） 

 

○ 中期的な国別総量目標（国際的な共通の方法論の確立など） 

 

○ 排出量取引の国内統合市場の試行的実施（今年の秋の試行的実施に向けた

検討事項の整理など） 

 

○ 税制のグリーン化（環境税の取扱いを含め、低炭素化促進の観点から税制

見直しを検討など） 

 

○ 太陽光発電の導入量を2020年までに10倍、2030年には40倍に引き上げ

（コスト削減等のための技術開発、大胆な導入支援策など） 

 

○ カーボンフットプリント制度（来年度からの導入実験など） 

 

○ 環境モデル都市（選定、フォローアップ、優れた事例の横展開など） 

 

○ 途上国支援（「クールアース・パートナーシップ」の実施、多国間基金の

創設（最大１２億ドルの拠出）など） 

 

○ 「クールアース・デー」（取組の具体化、充実など）         等 

 


